
復
興
一
番
船 

（
小
林
茂
光
・
六
期
生
） 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

島
根
県
練
習
船
「
神
海
丸
」
の
事 

 

去
る
三
月
十
六
日
、
神
奈
川
県
三
浦
市
三
崎
港
岸
壁
に

於
い
て
島
根
県
大
型
水
産
練
習
船
「
神
海
丸
（
六
九
九
ト
ン

）

の
模
型
船
の
贈
呈
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
精
巧
な
模
型
船
は

全
長
一
・
三
六
メ
ー
ト
ル
、
五
十
分
の
一
縮
尺
、
建
造
に

ま
つ
わ
る
、
島
根
県
と
大
水
害
被
災
三
県
の
或
る
美
談
の

報
道
を
見
て
感
激
さ
れ
た
東
京
都
瑞
穂
町
在
住
の
塚
田

三
与
志
さ
ん
が
作
成
し
寄
贈
し
て
下
さ
っ
た
。 

二
〇
一
二
年
十
一
月
に
宮
城
県
石
巻
市
ヤ
マ
ニ
造
船

で
進
水
し
た
東
日
本
大
震
災
復
興
一
番
船
で
あ
る
。
図
面

も
出
来
上
が
り
建
造
に
着
手
し
よ
う
と
し
た
そ
の
矢
先

に
あ
の
大
津
波
が
押
し
寄
せ
た
。 

 

造
船
所
は
壊
滅
し
、
跡
片
付
け
と
造
船
設
備
の
復
旧
に

は
多
く
の
時
と
金
と
人
を
要
し
た
が
、
そ
の
間
島
根
県
は

辛
抱
強
く
復
旧
を
待
ち
、
励
ま
し
続
け
、
更
に
被
災
三
県

の
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
県
旗
の
色
で
あ
る
青
・
緑
・
橙

の
三
色
を
船
体
ラ
イ
ン
に
使
わ
せ
て
戴
い
た
。
つ
ま
り
、

島
根
県
の
県
旗
色
エ
ン
ジ
の
色
で
船
首
部
分
に
県
の
魚

「
ト
ビ
ウ
オ
」
が
勢
い
良
く
跳
ね
る
姿
を
表
現
し
、
続
く

船
体
ラ
イ
ン
を
三
県
の
旗
の
色
が
引
き
継
い
で
船
体
を

一
周
す
る
デ
ザ
イ
ン
と
し
た
。 

 

こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
隠
岐
・
浜
田
両
水
産
高
校
の
生
徒
と

職
員
の
発
案
に
基
づ
く
も
の
と
い
う
。 

 

こ
の
四
県
の
絆
の
話
と
復
興
一
番
船
の
テ
レ
ビ
報
道

に
塚
田
さ
ん
は
感
銘
を
受
け
て
製
作
、
三
崎
港
で
の
寄
贈

と
な
っ
た
、
ま
た
こ
の
船
に
決
め
た
も
う
一
つ
の
理
由
に
、

塚
田
夫
人
が
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ま
ね
っ
こ
」

の
か
わ
い
さ
に
惚
れ
込
ん
で
強
く
推
さ
れ
た
事
と
云
う
。 

 

贈
呈
式
の
後
、
練
習
船
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 

船
内
は
Ｉ
Ｔ
化
が
進
め
ら
れ
操
舵
室
や
エ
ン
ジ
ン
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー
ム
は
勿
論
、
実
習
生
も
す
べ
て
一
台

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
所
有
し
授
業
に
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

に
も
活
用
し
て
い
た
。
六
十
年
前
に
学
生
生
活
を
送
っ
た 

筆
者
に
は
驚
き
の
連
続
だ
っ
た
。 

 
実
習
で
の
漁
獲
物
の
マ
グ
ロ
や
イ
カ
は
零
下
五
十
五

度
の
急
速
凍
結
室
・
準
備
室
・
保
冷
艙
の
装
置
も
あ
っ
た
。 

 

何
よ
り
、
船
籍
港
が
島
根
県
松
江
市
と
船
尾
に
明
記
さ

れ
て
い
る
事
に
限
り
な
い
慶
び
を
感
じ
た
。
こ
の
日
で
下

船
し
た
両
校
の
生
徒
は
ハ
ワ
イ
の
お
土
産
を
詰
め
込
ん

だ
大
き
な
箱
と
一
緒
に
故
郷
へ
向
か
っ
て
行
っ
た
。 

 

 
 

  

 



  

こ
の
、
神
海
丸
三
崎
港
入
港
と
模
型
船
贈
呈
式
の
ニ
ュ
ー

ス
は
東
京
だ
ん
だ
ん
会
最
年
長
で
松
高
二
期
石
原
道
央

さ
ん
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。
石
原
さ
ん
が
勤
務
さ
れ
て
お

ら
れ
た
日
本
鋼
管
の
後
輩
に
、
模
型
船
の
同
好
の
皆
さ
ん

が
作
る
協
会
の
会
長
が
お
ら
れ
、
石
原
さ
ん
が
島
根
県
の

御
出
身
で
有
る
事
を
知
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
直
接

連
絡
を
戴
い
た
と
の
事
だ
っ
た
。 

 

ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
た
石
原
さ
ん
は
同
船
の
入
港
日
も

迫
っ
て
お
り
、
入
港
地
に
近
い
神
奈
川
地
区
メ
ン
バ
ー
と

隠
岐
関
係
者
な
ど
、
練
習
船
に
関
係
の
あ
る
と
思
わ
れ
る

限
ら
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
通
知
さ
れ
て
、
当
日
六
人
が
京
浜

急
行
三
崎
口
駅
に
集
合
し
て
神
海
丸
を
訪
問
し
た
。 

島
根
県
の
職
員
で
神
海
丸
の
運
航
を
担
当
な
さ
っ
て

お
ら
れ
る
酒
井
主
事
他
か
ら
ご
説
明
戴
い
た
。 

筆
者
の
卒
業
し
た
大
学
に
は
海
鷹
丸
と
云
う
練
習
船

が
あ
り
、
今
か
ら
六
十
年
も
前
の
事
と
な
る
が
第
一
次
南

極
探
検
に
派
遣
さ
れ
る
宗
谷
の
随
伴
船
と
し
て
南
氷
洋

へ
同
行
し
た
事
が
あ
っ
た
。
当
時
の
最
新
鋭
の
練
習
船
も

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
普
及
し
て
お
ら
ず
、
Ｉ
Ｔ
化
に
関
し

て
は
全
く
足
元
に
も
及
ば
な
か
っ
た
と
思
う
。

 

 

接
岸
中
の
神
海
丸 

左ＩＴ化された操舵室 

上は自動操舵の航路設定 

 

模型船を囲んで記念撮影の一行 

本船乗員、両校実習生、県職員整列し、 

模型船の贈呈式 


